
日本画像学会2013年度シンポジウム

『環境負荷低減技術』

～環境のためにできること、最新技術、今後進むべき方向は？～～環境のためにできること、最新技術、今後進むべき方向は？～～環境のためにできること、最新技術、今後進むべき方向は？～～環境のためにできること、最新技術、今後進むべき方向は？～

■開催日時 2013年12月06日（金） 9:30～16:45 （受付開始9:00～）

■場所 発明会館（東京都港区虎ノ門2-9-14、Tel: 03-3502-5499）

■対象 複写機、プリンタ、その他イメージング関連分野に従事する研究開発者と企画担当者

■参加費 会員および維持会員 9,000円，非会員 16,000円，学生 2,000円

開催趣旨

今や環境問題を無視して全ての事業活動を行うことはできず、

当学会が研究対象とする画像機器に対する環境要求も一段と厳

しくなってきています。過去のシンポジウムに於いては、省エネル

ギー技術、特に高効率定着装置や低温定着トナー材料などに関

して議論を行ってきましたが、近年は省資源、環境汚染対策に対

する環境要求も高まりつつあり、もう少し広い視野で議論する必

要があると考えます。

そこで本シンポジウムでは、「環境負荷低減技術」と題して、バ

イオマス樹脂技術、再生樹脂技術、用紙再生技術とそれらを用

いた最新環境対応商品の技術開発事例の紹介、さらに我々が

新たに注目している超微粒子(UFP)評価技術、低騒音化・快音化

技術に関する最新研究のご講演をしていただきます。

電子写真分野の研究開発に携わっておられる技術者に、今後の

技術的な方向性に関して考えるきっかけにできればと考えていま

す。

プログラム

題目題目題目題目 講演者講演者講演者講演者 所属所属所属所属

1

バイオベースインダストリーを牽引するバイオマ

スプラスチックの開発の動向

木村良晴

京都工芸繊維大

学

2

バイオマス材料応用編

～バイオマス材料の表と裏、成功例と失敗例～

加藤 聡

三菱化学科学技

術研究センター

3 難リサイクル古紙再生技術 明石 將 大王製紙

4

異次元の環境性能

～LOOPSのコンセプトと構成技術～
吉田 稔 東芝テック

5

MPC6003シリーズにおける、環境配慮設計

～省エネ省資源と高生産性の両立～

石橋幹生 リコー

6

オフィス機器における環境負荷低減技術

～超微粒子（UFP）生成機構とその対策～
並木則和 工学院大学

7 感性を考慮した快音化とサウンドデザイン 戸井武司 中央大学

バイオベースインダストリーバイオベースインダストリーバイオベースインダストリーバイオベースインダストリーをををを牽引するバイオマスプラスチックの開発の動向牽引するバイオマスプラスチックの開発の動向牽引するバイオマスプラスチックの開発の動向牽引するバイオマスプラスチックの開発の動向

京都工芸繊維大学京都工芸繊維大学京都工芸繊維大学京都工芸繊維大学 木村木村木村木村 良晴良晴良晴良晴

１）既存高分子原料のバイオベース化法１）既存高分子原料のバイオベース化法１）既存高分子原料のバイオベース化法１）既存高分子原料のバイオベース化法

既存高分子のモノマー原料を石油由来からバイオ由来に代替していく方法既存高分子のモノマー原料を石油由来からバイオ由来に代替していく方法既存高分子のモノマー原料を石油由来からバイオ由来に代替していく方法既存高分子のモノマー原料を石油由来からバイオ由来に代替していく方法

２）新規（バイオベース）ポリマー開発法２）新規（バイオベース）ポリマー開発法２）新規（バイオベース）ポリマー開発法２）新規（バイオベース）ポリマー開発法

高分子そのものを新しいバイオベースポリマーに変換して新しい素材による代替を目指す方法高分子そのものを新しいバイオベースポリマーに変換して新しい素材による代替を目指す方法高分子そのものを新しいバイオベースポリマーに変換して新しい素材による代替を目指す方法高分子そのものを新しいバイオベースポリマーに変換して新しい素材による代替を目指す方法

バイオマス材料応用編バイオマス材料応用編バイオマス材料応用編バイオマス材料応用編

～バイオマス材料の課題と開発動向、成功例と失敗例～～バイオマス材料の課題と開発動向、成功例と失敗例～～バイオマス材料の課題と開発動向、成功例と失敗例～～バイオマス材料の課題と開発動向、成功例と失敗例～

㈱㈱㈱㈱三菱化学科学技術研究センター三菱化学科学技術研究センター三菱化学科学技術研究センター三菱化学科学技術研究センター 加藤加藤加藤加藤 聡聡聡聡

１．バイオプラスチックスの歴史１．バイオプラスチックスの歴史１．バイオプラスチックスの歴史１．バイオプラスチックスの歴史

２．なぜ植物由来か２．なぜ植物由来か２．なぜ植物由来か２．なぜ植物由来か

３．植物由来樹脂実用化の課題３．植物由来樹脂実用化の課題３．植物由来樹脂実用化の課題３．植物由来樹脂実用化の課題

４．植物由来樹脂の開発と成功例失敗例４．植物由来樹脂の開発と成功例失敗例４．植物由来樹脂の開発と成功例失敗例４．植物由来樹脂の開発と成功例失敗例

難ﾘｻｲｸﾙ古紙再生技術 大王製紙㈱ 明石 將

1.古紙利用の現状

2.古紙処理技術について

3.環境負荷から見た古紙リサイクル



異次元の環境性能～～～～Loopsのコンセプトと構成技術～のコンセプトと構成技術～のコンセプトと構成技術～のコンセプトと構成技術～

東芝テック東芝テック東芝テック東芝テック 吉田稔吉田稔吉田稔吉田稔

１．Loopsの製品紹介

２．Loopsのコンセプト

３．Loopsを構成する技術

４．Loopsの今後

MPC6003シリーズにおける環境配慮設計

-省エネ省資源と高生産性の両立- （株）リコー（株）リコー（株）リコー（株）リコー 石橋幹生石橋幹生石橋幹生石橋幹生

自社22cpm機と同一の本体幅と重量で60cpmの生産性を実現した省資源設計や

第四世代目の新カラーQSU-DH定着を改良したTEC低減などについて報告する.

＜＜＜＜QSU（定着ユニット）の変遷＞（定着ユニット）の変遷＞（定着ユニット）の変遷＞（定着ユニット）の変遷＞

� 2001年に初めて製品に搭載した初代QSU以来、リコーは独自の

QSU技術で定着ユニットを進化させている。

静音化

コンパクト化

復帰時間短縮

省エネ性能

向上

生産性向上

お客様ニーズ

静音化すると・・・

�生産性が上がらない

本体サイズを小さくすると・・・

�生産性が上がらない

�熱がこもりやすい

�耐久性を確保できない

復帰時間を短縮すると・・・

�消費電力が高くなる

省エネ性能を向上させると・・・

�待ち時間が長くなる

連続複写速度を高速化すると・・・

�定着ユニットが大きくなる

�熱が発生する

�用紙搬送経路が長くなる

チャレンジした技術（取り組み）達成上の課題（トレードオフ）

静音化

コンパクト化

復帰時間短縮

省エネ性能

向上

生産性向上

お客様ニーズ

静音化すると・・・

�生産性が上がらない

本体サイズを小さくすると・・・

�生産性が上がらない

�熱がこもりやすい

�耐久性を確保できない

復帰時間を短縮すると・・・

�消費電力が高くなる

省エネ性能を向上させると・・・

�待ち時間が長くなる

連続複写速度を高速化すると・・・

�定着ユニットが大きくなる

�熱が発生する

�用紙搬送経路が長くなる

チャレンジした技術（取り組み）達成上の課題（トレードオフ）

定着ユニットの定着ユニットの定着ユニットの定着ユニットの

高効率化高効率化高効率化高効率化

紙間短縮制御紙間短縮制御紙間短縮制御紙間短縮制御

�「低紙間搬送」技術

�「QSU」技術の進化

コンパクト・軽量化コンパクト・軽量化コンパクト・軽量化コンパクト・軽量化

�「シミュレーション」技術

−強度・衝撃シミュレーション

−排熱シミュレーション

オフィス機器における環境負荷低減技術オフィス機器における環境負荷低減技術オフィス機器における環境負荷低減技術オフィス機器における環境負荷低減技術

～超微粒子（～超微粒子（～超微粒子（～超微粒子（UFP）生成機構とその対策～）生成機構とその対策～）生成機構とその対策～）生成機構とその対策～

工学院大学 並木則和

１．背景

２．プリンタから生成する粒子中のVOC成分の化学分析

３．生成粒子の加熱処理による粒径分布の変化

４．エアフィルタをプリンタの排気口に装着することによる粒子生成の抑制

５．添加した外部粒子がプリンタからの粒子生成に及ぼす影響

感性を考慮した快音化とサウンドデザイン中央大学理工学部中央大学理工学部中央大学理工学部中央大学理工学部 戸井武司戸井武司戸井武司戸井武司

１．音響システム研究室の概要

２．感性を考慮した快音化

３．生体情報に基づく客観的な音質評価

４．人の活動を支援するスマートサウンドスペース

５．複合刺激を考慮したサウンドデザイン


